国民の為に歯科技工士が存在するのならば

歯科技工の海外委託の先に何が見えるのか！？

後に続く者たちになにかを残すために

今出来ることを、今日、ここからはじめよう！

「なにも物を言わない」ということが本当に

歯科技工士としての、責務を全うすることなのか！

　　　　 
日時　　　200８年8月3日　14：00～18：50

場所　　　世田谷区産業プラザ　「三茶しゃれなあど」　５F

世田谷区太子堂2－16－7　　(03)－3411－6636　　地下鉄田園都市線「三軒茶屋」徒歩２分

参加費　　1000円　学生　無料（要学生証）　　　　　　　　　　　　
衆議院議員　　　　　　　金田　誠一
医療ジャーナリスト　  田辺   功
弁護士　　　　　　　    川上　詩朗

原告代表           脇本　征男

コーディネイター  フリーライター     鈴木　陽子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　       （敬　称　略）
私たち歯科技工士は、国民の口腔衛生に寄与する為の教育を受け、国家資格を持ち、

法律を遵守し、歯科医療の現場で日夜奮闘しております。

しかし現状の技工業界のままでは、若い次世代　に安易に押し付ける訳には参りません。

私たちの手で禍根を精算し、後世に　希望と真実　を引き継ぐべきではないでしょうか。

今こそ歯科技工士は、「安心・安全」な技工物を提供し続けるため、私たち自身が真実を知り、
声を発し、業界の実態を国民に分かっていただく必要があります。

参加の皆さんと共に、今回の訴訟の意味を考え、真実を見つめ、そして明日への答えを

模索する　シンポジウム　にしたいと考えております。

　　　　

当日は質疑応答の時間もとっております。貴方の大切な意見を発する絶好のチャンスです。

技工学校の学生さんも大歓迎です。こぞっての参加をお待ちしております。

　

主催　訴訟を起こして歯科技工士を守る会　　　　共催　歯科技工の海外委託問題訴訟を支援する会　
連絡先　〒157-0073東京都世田谷区砧3－18－2　℡＆fax(03)－3868－0170　脇本まで　　　　　　
歯科技工士ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑin世田谷











